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トラクタの利用技術に関する調査

高橋　英一・三浦　兵事・伊藤　俊一

（秋田県農試）

トラクタの利用技術については作業方法，性能あるい

は土壌条件を走行性など各分野からの報告があるが，筆

者等は主として水田作業に利用されるトラクタがどのよ

うな条件で利用されているかを中心にアンケート及び測

定によって調査を行ない利用技術改善の資としようとL
J＿

Jヽ＿0

1．利用の現状

秋田県における乗用塾トラクタの普及は昭和39年末で

12銘柄34型式306台となり，そのうち官公有を除いて農

家が直接鼻作業に利用するものは約240台とみなされ

る。これらのトラクタは殆んとが水田作業に，一部果樹

作に利用されていて．草地および畑地の単一作目に専属

的に利用されるものは極めて少ない現状である。

第1表　水田作業種類と利用割合

水田における作業内容は第1表に示すとおりである

が，1台当り平均作業量の関係は一番桝では共同＞個人

．高馬力＞低馬力となっており，員内利用率は共同＞個

人・低馬力＞高馬力の関係があり，トラクタ利用運営に

ぉいて個人利用および高鳥カトラクタは賃餅によって運

営維持される場合の多いことが注目される0

2．トラクタの大きさとオペレーターの疲労

トラクタ操作上その構造と体格とは必ずしも合致して

いない部分のあることはすでに棺桶されているが，水田

耕起時における操作性とオペレーターの疲労をアンケ‾

トから整理してみると第2，3表のとおりである0すな

ゎち坐席から足操作部分，足おき台などの周辺に不満の

あることを訴えるものが多く，特に′ト乱大型にこの懐

向が強い。小型では眩部の不自然な保持と制軋大型で

は足操作部分の持込力の大きさおよび伸ばし距離の大き

いことからくる疲労の大きさであることがうかがわれ，

また坐階調整も不充分であることを示している。なお20

～30PS級の中型では全身的および神経的疲労を除けは

体の部分的疲労が少ないとしている0

3．潤滑油消費

潤滑油の消費量についてみると燃料消費量の2・5～10

％の範囲にあって同一馬力級のトラクタでは個人利用の

ものが共同利用のそれより燃費に対する消費割合は高く

また小型より大型が低くなっていることが注目され，ど

ちらがトラクタ管理上経済上有効であるかは明らかで

ない。

第2表　水田耕起時の操縦性（％）
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第3表　オペレーターの疲労部分（人（）中比率％）
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第4表　燃料と潤滑油の消費（年間）

馬　力桓用形態座間触費
年間潤
滑　油

燃費に対
する割合

10～15PS 個　人

15～20PS
342．0
718．8

20－30PS 共　同 1，258．3

30PS以上 共　同 1，381．3

第5表　作　業　速　度

第　6　表　　作　業

4．水田耕起時における水田条件と作業性能

耕起開始時から終了時まで各種土壌の抵抗をSR一正

型土壌抵抗測定器によって（′」、形矩形板30軸荷重）測定

したが，いずれの土性の場合も0～4mの沈下量で車輪

沈下量と相関をみられるような条件では春耕作業は行な

われていない。また融雪後耕起が開始される時の土壌水

分は第1層で26～49％，平均38％，第2層で27～54％．

平均43％の範周であったが，過毛となってこれ以上乾き

すぎると作業機破損や暴走のおそれがあると経済的に判

断し作業を行なわないとした時の土壌水分は土性SiC

で26％であり，反対に過湿となって車輪のスリップ．埋

没のおそれがあって作業を行なわない時の水分はCL．

LiCで45～49％であった。

作業速度と作業量はトラクタの大きさ，圃場区画の大

きさ及び田面条件によって異なり．直進作業速度につい

ては第5表，作業量は第6表に示した。当然のことなが

らトラクタ馬力が大きいほと作業速度は早いが，15～18

PS政と20～30PS扱トラクタ間の速度差は0．07％程

度にすぎないが，30PS以上では前者の約2倍の作業速

量　及　び　効　率

田
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度であった。このことは20～30PS級と30PS以上のト

ラクタの耕葱巾がほとんど同程度であるのに対し，15～

18PS級の桝転巾が約30～40％狭いことに起因するもの

ではなかろうか。また区画整理などによる田面の不均一

の場合は普通田にくらぺ一段と作業速度がおそく，過乾

田の場合にさらに遅い速度で耕起が行なわれ，これが有

効圃場作業量と効率に影響することがしられた。

以上の結果からトラクタ利用計画策定時における標準

作業量の決定には水田条件が大きく影響することを考慮

する必要があり，特に土地基盤整備などが行なわれた初

年次などは注意をはらうことが重要であろう。

またトラクタ操作とオペレーターの疲労から考えると

構造と調整性について考慮がはらわねばならないと考え

る。

トラクタ用駆動籠ローター型代かき機の

試作について

小　松　幸　雄・仲　條　平　吾

（山形県農試庄内分場）

1．ま　え　が　き

トラクタの負担面毅は代かきに支配されることが多

く，特に土壌移動を伴わない圃場でのパデーハローなど

による代かきでは，能率が低くかつ行程数が多くなるた

め耕土が深く，軟かくなり過ぎ後作業に困難を来たすば

かりでなく，耕盤均平度の劣ることが指摘されている。

このため’ロ■－タリー7タッチとしての，籠ロータ塾代か

き機を試作し検討した。

2．試作機の概要

1．使用トラクタ：ファーガソソFE35，水田車輪（

外径1，120少，リム径9札　ラブ巾45仇高75％12枚形

状⊥形）装着

2．装着作業機：ファーガソソラソドマスターMK

写　真1

650型

3．構造：写真1に示すように，ロータリーフランジ

に高さ30硯詔の突起刃のついた巾60Wのラブ板9枚を持

つ，外径410m，長さ265闇孤の籠ロータを取付け，1セ

ット分8組をロークリ軸にはめ込み締付て駆動する。

両側端の籠ロータは特殊構造とし，軸外まで延長され

したがってロ⊥タリカバー及び飛土受板も265咄両側に

延長し，作業機巾は2，36伽孤作業巾2，320棚となり，水

田車輪装着外巾2，530取乱に対しほぼいっぱいまでかかる

ようにした。

均平装置は木製で厚さ30棚．巾21佃罷，長さ2，970鳳虻

の板2枚をけん引点を下端にして連続けん引させ，前方

の板にはトラクター車輪で泥が押出されるので泥寄装置

を附加した。

装着状態を写真2に示す。

4．作業方法：運転者1名，補助者1名の計2名で行

ない圃場外周から隕次内側に向い，補助者は最初の睦畔

ぎわ1周を均平板が作業機巾より広いので．睦畔に乗り


